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平成 26年度 第 4回理事会抄録 

日時：平成 26 年 7 月 19 日（土）13：00～17：13 

場所：一般社団法人日本作業療法士協会事務所 10 階会議室 

出席：中村（会長）、山根、清水、荻原（副会長）、宇田、香山、土井、三澤、山本（常務

理事）、大庭、小川、小林毅、高島、谷、宮口（理事）、古川、長尾、早川（監事） 

理事会の求めによる出席：冨岡（WFOT 代表）、岡本（財務担当）、清水（都道府県士会連

絡協議会会長）、 

 

Ⅰ報告事項 

1．学術誌『作業療法』の契約更改について（荻原事務局長）協同医書出版社より第 34巻

に関する制作業務委託契約及び販売委託契約更新に係る要望及び提案があった。妥当なも

のと判断し、契約更新する。 

2．平成 27 年度教育部研修企画の各部からの要望期日について（大庭教育副部長）8 月末

日まで各部からの研修会要望を受け付ける。 

3．協会組織率向上のための作業療法学生に対する対応策の検討結果について（陣内教育

部長）作業療法学生に対する対応策として、「奨励賞」の創設、「学生会員」の創設、「日本

作業療法学生連盟」の認知と支援について検討したので、教育部まで意見をいただきたい。 

4．協会パンフレット等の養成校への配布について（荻原広報部長）配布要領や配布条件

の見直しを行うにあたり、これまでの経緯、現在の配布要領とその理由等についてメール

配信するので、意見をいただきたい。 

5．「2025 年からの作業療法を目指したグランドデザイン（案）」に関する進捗状況につい

て（中村会長）リハ医療関連団体協議会のグランドデザイン部会で検討を進めており、全

体像の傾向が出てくる予定で、改めてその内容を配信するので意見をいただきたい。 

6．厚生労働省「長期入院精神障害者の地域移行に向けた具体的方策に係る検討会」の取

りまとめについて（荻原事務局長）7 月 1 日に最終的な検討会が終了し、具体的方策の今

後の方向性、地域移行の流れと主な方策等が出された。 

7．「女性会員の協会活動への参画促進」に関する協会役員の意見聴取（概要報告）につい

て（荻原事務局長）各士会への意見聴取に先立ち、協会役員に対する意見聴取を実施した。

役職者合同研修会の場において各士会に意見聴取を依頼する。 

8．第 12回協会・都道府県士会合同役職者研修会プログラムについて（宇田士会組織担当
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理事）7月 26日～27日の日程で開催される合同役職者研修会のプログラムを確認した。 

９．渉外活動報告 文書報告 

高島理事：5月 10日にリンパ浮腫研修委員会が開催され、出席した。 

10．日本作業療法士連盟報告（谷連盟担当理事）本年度中に作業療法士連盟主催の研修会

を開催する予定で、企画案を作成中。国会議員パーティー等へ参加報告及び今後の予定。 

11．訪問リハビリテーション振興財団報告（谷財団担当理事）気仙沼市の新規訪問リハビ

リステーションで、3名の職員（理学療法士）を採用した。指定要件上は 0.5名不足。 

12．WFOT関連の報告（冨岡 WFOT代表） 

 1）WFOT代表者会議 代表者会議で現状を報告した。91名参加、参加国、地域は 48。 

 2）リスクマネジメントと今後の組織改編の提案 代表者会議おいて役員選挙、組織変

更の提案があった。 

13．第 49回日本作業療法学会「趣意書」について（荻原事務局長）第 49回日本作業療法

学会（会期：平成 27年 6月 19日～6月 21日、開催地：神戸）の趣意書が出されている。 

14．香港の国際シンポジウムへの支援依頼について（中村会長）2014 年 11 月、香港で開

催予定の「労働における負傷予防とリハビリテーションの関する国際シンポジウム」への

支援依頼があり、検討を国際部に依頼した。 

15．平成 26 年度飯田賞選考結果について（荻原事務局長）清水副会長の奨励賞受賞が決

定した。 

16．その他 山根副会長：2016年 3月に日本作業療法士協会「五十年史」を刊行予定。目

次案を作成した。8月より執筆依頼する。原稿締切は 2015年 4月。中村会長：①厚労省の

人事異動に伴い、訪問する予定。②8 月 6 日に厚労省老健局へ介護報酬改定について 3 協

会で要望を行う。清水副会長：日本公衆衛生協会よりの委託事業のヒヤリングが行われた。

日本理学療法士協会との合同事業が採択された。 

 

Ⅱ審議事項 

1. 社員総会における質疑応答を踏まえた「協会理事会の考え方と方針」について（荻原

事務局長）社員総会議事録を確認した。社員からの質疑、意見等に対する理事会としての

対応方針を検討・確認した。最終的な文案は 9月理事会に示す。 →承認 

2．補正予算について（香山財務担当理事）総会及び理事会で決定した役員報酬、総会資

料作成後に理事会で承認された追加事業に関して補正を組んだ。役員の福利厚生費につい
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ては 9月の理事会で再度審議する。 →追加事業のみ承認 

3．平成 26年度第 2回認定作業療法士等認定審査結果について（陣内教育部長）審査の結

果、認定申請 15件、更新申請 23件、計 38件を認定した。 →承認 

4．平成 26年度第 2回臨床実習審査結果について（陣内教育部長）審査の結果、臨床実習

指導者研修修了認定申請 21件を可と判定し、臨床実習指導施設認定申請 9件のうち 7件を

可と判定した。 →承認 

5．認知症の作業療法を検討する特設委員会について（小川認知症特設委員長）委員会の

名称、組織、今後の予定等を審議した。名称、組織等について意見が出され、審議の結果、

名称については委員長に一任することとした。 →承認 

6．平成 27年度作業療法推進活動パイロット事業助成制度募集要項について（宇田士会組

織担当理事）応募期間は 8月 1日～9月 19日。審議の結果、一部字句の修正と課題の追加

を行った。 →承認 

7．組織率の算定と提示の考え方ならびに機関誌奥付の表示について（荻原事務局長）組

織率は各年度終了後に年度単位のみで提示する。機関誌奥付の表示も誤解や、実態にそぐ

わない印象を与えないように表記を変更する。 →承認 

8．会員の入退会について(荻原事務局長）会費未納による会員資格喪失後の再度入会希望

者 13名。未納分は精算済み。社員辞任 1名。 →承認 


